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(57)【要約】
【課題】光学機能面の形状精度が向上し、光学特性の劣
化が低減されたコンパクトで低コストの長尺状のプラス
チック光学素子、該プラスチック光学素子を備えた光走
査装置、及び画像形成装置を提供することを目的とする
。
【解決手段】光線透過方向の厚みが副走査方向の厚みよ
りも薄い長尺形状のプラスチック光学素子１０において
、被転写面を有する金型のキャビティ内の樹脂に樹脂圧
力を発生させ、該被転写面を転写することにより形成さ
れた長尺状の光学機能面１２と、該光学機能面１２の長
手方向に長手を平行にして隣接する長尺状のリブ１１と
、を有し、前記リブ１１のうち少なくとも１つが前記光
学機能面１２側にへこんだ凹部１３と、該凹部１３の底
面に設けられた金型のキャビティ形状の不完全転写面と
、を有するプラスチック光学素子、該プラスチック光学
素子を備えた光走査装置、及び画像形成装置。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源手段、光偏光器、及び該光偏光器で偏向された光線を被走査面上に結像する結像光
学系を有する光走査装置の前記結像光学系に備えられ、光線透過方向の厚みが副走査方向
の厚みよりも薄い長尺形状のプラスチック光学素子において、
　被転写面を有する金型のキャビティ内の樹脂に樹脂圧力を発生させ、該被転写面を転写
することにより形成された長尺状の光学機能面と、該光学機能面の長手方向に長手を平行
にして隣接する長尺状のリブと、を有し、
　前記リブのうち少なくとも１つが前記光学機能面側にへこんだ凹部と、該凹部の底面に
設けられた金型のキャビティ形状の不完全転写面と、を有することを特徴とするプラスチ
ック光学素子。
【請求項２】
　前記凹部が、成形時に前記金型から離型する方向に抜き勾配を有することを特徴とする
請求項１に記載のプラスチック光学素子。
【請求項３】
　透明樹脂材料からなることを特徴とする請求項１から２のいずれかに記載のプラスチッ
ク光学素子。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載のプラスチック光学素子を備えることを特徴とする光
走査装置。
【請求項５】
　請求項１から３のいずれかに記載のプラスチック光学素子を備えることを特徴とする画
像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レーザ方式のデジタル複写機、レーザプリンタ、ファクシミリ、プロッタ、
及びこれらの複合機などの光学走査系に適用されるプラスチック光学素子に関し、特に、
ビデオカメラ等の光学機器にも応用可能な、高精度な光学鏡面を有する長尺状のプラスチ
ック走査レンズ等のプラスチック光学素子、並びに該プラスチック光学素子を備えた光走
査装置、及び画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カラー画像形成装置の高速、高画質化に対応する為、複数の光線を、出力紙の搬
送方向に配列させた４つの感光体に同時露光し、各々異なる色（イエロー、マゼンタ、シ
アン、ブラック）の現像器で現像した画像を順次、転写し、重ね合わせてカラー画像を形
成するタンデム光学系によるデジタル複写機やレーザプリンタが実用化されている。
【０００３】
　このような画像形成装置は、一般的に前記光線に対応した複数の走査手段を有するが、
複数の光線を単一の偏向器に入射して走査し、それぞれ対応する感光体に結像させる結像
手段を光線毎に設け、前記結像手段を構成するプラスチック光学素子を、前記光源手段と
、前記光源手段から射出された光線が入射する入射光学系と、前記入射光学系から射出さ
れた光線を偏向する光偏向器とを収納するハウジング内に構成する方法が提案されている
。
【０００４】
　従来、前記プラスチック光学素子の加工方法として採用されてきているのが、ゲートシ
ール成形法や、リメルト成形法といった加工成形工法である。これらの方法は、形状精度
のみならず、内部歪みまでも抑えて高精度に加工することを目的としており、樹脂充填後
にガラス転移温度以上に加熱された金型内で樹脂の温度・圧力を均一にした後、熱変形温
度以下になるまでゆっくり冷却（徐冷）を行って離型する方法である。
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　しかしながら、これらの方法は高精度な成形品が得られる反面、金型温度の昇降に時間
を要するため金型温度一定の射出成形法に比べて成形時間が長く、生産性の面では劣って
いた。
【０００５】
　これに対し、射出成形法の高い生産性を生かして、ガラス転移温度以下の金型に低圧充
填を行い、これにより発生するヒケが、光学機能面（転写面）の形状精度に悪影響を及ぼ
さないように制御するヒケ誘導成形法が採用されている。この方法は、転写面における樹
脂収縮によるヒケ発生を防ぐため、それ以外の面を金型から離して不完全転写面を形成し
、冷却時の樹脂収縮を不完全転写面に集中させる方法である。
【０００６】
　この方法によって、厚肉・偏肉形状の成形品を徐冷することなく従来の射出成形法と同
等の成形時間で、徐冷成形法同等の形状精度、および内部歪み低減が可能となった。また
、不完全転写面のみに確実にヒケを誘導でき、転写面に高い形状精度が得られることが可
能となり、成形時の圧力依存性が少なく、高い成形安定性が得られる（特許文献１参照）
。
【０００７】
　しかしながら、長尺状のプラスチック光学素子の外形形状は、ｆθレンズのような厚肉
形状のプラスチック光学素子と異なり、その光線透過方向の厚み（以下、「レンズ肉厚」
と表記することがある）が、副走査方向（短手方向）の厚み（以下、「レンズ厚」と表記
することがある）より薄い。従って、冷却過程において、レンズ肉厚方向の冷却速度が速
いので、同方向の熱収縮力が大きくなるため、転写面である光学機能面にヒケが発生しや
すいという問題がある。この問題に対し、光学機能面以外の転写面に凸形状を形成し、離
型抵抗を増加させて、ヒケが取り付け基準面に侵入するのを防止する方法（特許文献２参
照）などが提案されている。
　このように、長尺状のプラスチック光学素子の成形においては、fθレンズ以上に不完
全転写面を効率よくヒケさせ、光学機能面を高精度に転写する技術が必要となる。
【０００８】
【特許文献１】特許第３５１２５９５号公報
【特許文献２】特開２００７－１３３１７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　肉厚の薄い長尺状のプラスチック光学素子は、強度を増して外力による変形を防ぐため
に、通常、光学機能面の周囲に数ｍｍ程度の厚さのリブを有する。fθレンズ同様に、リ
ブ側面に不完全転写面を形成した場合、不完全転写面と光学機能面との距離がリブの厚さ
の分長くなるため、不完全転写面をヒケさせることによる効果が光学機能面に伝わりにく
いという問題がある。
【００１０】
　そこで、本発明は以上の従来技術における問題に鑑みてなされたものであり、不完全転
写により形成された非転写面への効率的なヒケ誘導により、光学機能面の形状精度が向上
し、光学特性の劣化が低減されたコンパクトで低コストの長尺状のプラスチック光学素子
を提供することを目的とする。さらに、該プラスチック光学素子を備えた光走査装置、及
び画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記課題を解決するために提供する本発明は、以下の通りである。
〔１〕　光源手段、光偏光器、及び該光偏光器で偏向された光線を被走査面上に結像する
結像光学系を有する光走査装置の前記結像光学系に備えられ、光線透過方向の厚みが副走
査方向の厚みよりも薄い長尺形状のプラスチック光学素子において、
　被転写面を有する金型のキャビティ内の樹脂に樹脂圧力を発生させ、該被転写面を転写
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することにより形成された長尺状の光学機能面と、該光学機能面の長手方向に長手を平行
にして隣接する長尺状のリブと、を有し、
　前記リブのうち少なくとも１つが前記光学機能面側にへこんだ凹部と、該凹部の底面に
設けられた金型のキャビティ形状の不完全転写面と、を有することを特徴とするプラスチ
ック光学素子。
〔２〕　前記凹部が、成形時に前記金型から離型する方向に抜き勾配を有することを特徴
とする前記〔１〕に記載のプラスチック光学素子。
〔３〕　透明樹脂材料からなることを特徴とする前記〔１〕から〔２〕のいずれかに記載
のプラスチック光学素子。
〔４〕　前記〔１〕から〔３〕のいずれかに記載のプラスチック光学素子を備えることを
特徴とする光走査装置。
〔５〕　前記〔１〕から〔３〕のいずれかに記載のプラスチック光学素子を備えることを
特徴とする画像形成装置。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、不完全転写面への効率的なヒケ誘導により、光学機能面の形状精度が
向上し、光学特性の劣化が低減されたコンパクトで低コストの長尺状のプラスチック光学
素子、該プラスチック光学素子を備えた光走査装置、及び画像形成装置を提供することが
できる。
【００１３】
　本発明の効果として、請求項１の発明によれば、光源手段、光偏光器、及び該光偏光器
で偏向された光線を被走査面上に結像する結像光学系を有する光走査装置において前記結
像光学系に備えられ、光線透過方向の厚みが副走査方向の厚みよりも薄い長尺形状のプラ
スチック光学素子において、被転写面を有する金型のキャビティ内の樹脂に樹脂圧力を発
生させ、該被転写面を転写することにより形成された長尺状の光学機能面と、該光学機能
面の長手方向に長手を平行にして隣接する長尺状のリブと、を有し、
　前記リブのうち少なくとも１つが前記光学機能面側にへこんだ凹部と、該凹部の底面に
設けられた金型のキャビティ形状の不完全転写面と、を有するプラスチック光学素子とし
たので、凹部の深さの分、不完全転写面と光学機能面との間の距離を短く出来るため、不
完全転写面にヒケを生じさせたことによる効果が光学機能面に波及しやすくなり、光学機
能面にはヒケを生じさせることなく、その結果、形状精度の向上により光学特性の劣化を
低減することができる。
　請求項２の発明によれば、請求項１に記載のプラスチック光学素子において、前記凹部
が、成形時に前記金型から離型する方向に抜き勾配を有するとしたので、形成した凹部の
全周に抜き勾配が設けられたことによって、離型時に成形品にかかる外力を低減すること
ができ、光学機能面の形状精度向上によって光学特性の劣化を低減することができる。
　請求項３の発明によれば、請求項１から２のいずれかに記載のプラスチック光学素子に
おいて、透明樹脂材料からなるとしたので、光学特性の劣化を低減することができる。
　請求項４の発明によれば、請求項１から３のいずれかに記載のプラスチック光学素子を
備える光走査装置としたので、光学特性の劣化が低減された高精度の光走査装置を提供す
ることができる。
　請求項５の発明によれば、請求項１から３のいずれかに記載のプラスチック光学素子を
備える画像形成装置としたので、画像形成の高速化、高画質化を達成可能な画像形成装置
を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に、本発明のプラスチック光学素子の一実施の形態について図面を参照して説明す
る。
　本発明のプラスチック光学素子は、光線透過方向の厚みが副走査方向の厚みよりも薄い
長尺形状のプラスチック光学素子であり、被転写面を有する金型のキャビティ内の樹脂に
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樹脂圧力を発生させ、該被転写面を転写することにより形成された長尺状の光学機能面と
、該光学機能面の長手方向に長手を平行にして隣接する長尺状のリブと、を有し、前記リ
ブのうち少なくとも１つが前記光学機能面側にへこんだ凹部と、該凹部の底面に設けられ
た金型のキャビティ形状の不完全転写面と、を有することを特徴とするものである。ある
いは、被転写面を有する金型のキャビティ内の樹脂に樹脂圧力を発生させ、該被転写面を
転写することにより形成された転写面を１つ以上有し、該転写面の少なくとも１面が光学
機能面であり、前記光学機能面に対して垂直方向に両面側に突出するリブを１つ以上有し
、前記リブのうち少なくとも１つが凹部を有し、該凹部の底面が金型のキャビティ形状を
不完全転写することにより形成された不完全転写面（非転写面ともいう）である。あるい
は、主走査方向に平行、且つ光学機能面に垂直なリブを有し、その少なくとも１つのリブ
側面に凹部及び該凹部の底面に不完全転写面を設けたものである。
【００１５】
　図１に、従来の一般的な長尺状のプラスチック光学素子の斜視図、図２に（ａ）のＡで
示す位置における主走査方向断面図（ｂ）を示す。光線透過方向の厚さをａ、副走査方向
の厚さをｂとしたときに、ａ＜ｂとなっている。このような長尺形状の場合、冷却過程に
おいて、光線透過方向の冷却速度が速いので、同方向の熱収縮力が大きくなるため、転写
面である光学機能面にヒケが発生しやすい。そのため、成形においては、fθレンズ以上
に不完全転写面を効率よくヒケさせ、光学機能面を高精度に転写する技術が必要となる。
【００１６】
　次いで、図３及び４により、従来のプラスチック光学素子について、金型内で冷却され
る過程の樹脂の収縮力を、光学機能面近傍に着目して説明する。
　樹脂が金型内で冷却される過程で、図３の円形で示す領域で収縮力が働く。この収縮に
よって生じる樹脂が金型からはがれようとする力（ｆ１）が、金型との転写力（金型に密
着しつづけようとする力（ｆ２））を上回った場合に、樹脂は金型からはがれてヒケが発
生する。
【００１７】
　ここで、ヒケ誘導工法を用いた場合を図４に示す。この場合、不完全転写面付近の樹脂
は温度が高く、流動性が高い状態になっている。そのため、光学機能面近傍の樹脂に収縮
力が働き始めた際、不完全転写面側の樹脂が優先的に収縮する（ｆ３）ので、上記樹脂が
金型からははがれようとする力は生じにくくなり、光学機能面にヒケが生じにくくなる。
【００１８】
　しかしながら、肉厚の薄い長尺状のプラスチック光学素子は、強度を増して外力による
変形を防ぐために、通常、光学機能面の周囲に数ｍｍ程度の厚さ（ｃ）のリブを有するの
で、不完全転写面と光学機能面との距離が長い。そのため、不完全転写面をヒケさせるこ
とによる効果が光学機能面に十分に伝わらず、光学機能面をヒケさせることなく転写し、
形状精度向上によって光学特性の劣化を低減することが困難である。
【００１９】
　そこで、図５に示すように、本発明のプラスチック光学素子は、リブ側面に深さｄの凹
部、及び前記凹部の底面に不完全転写により形成された非転写面を有する。
　このような深さｄの凹部を設けることにより、リブの厚さを薄くすることなく、すなわ
ち外力による変形を受けやすくなることがなく、不完全転写面と光学機能面との距離を、
図の場合に比べてｄだけ短くすることができる。これにより、不完全転写により形成され
た非転写面をヒケさせることによる効果が、光学機能面に伝わりやすくなる。そのため、
光学機能面をヒケさせることなく転写し、また前記光学機能面の形状精度向上によって光
学特性の劣化を低減することができる。
【００２０】
　また、本発明のプラスチック光学素子は、リブ側面に設けられた凹部が、成形時に前記
金型から離型する方向に抜き勾配を有することが好ましい。
　離型方向に対して成形される樹脂が勾配を有することで、主に摩擦による離型抵抗が低
減され、取り出す際のプラスチック光学素子への負担が軽減される。これにより、プラス
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チック光学素子の歪が低減され、光学特性が向上する。すなわち、変形が低減されるため
、転写面の形状精度を高められる。
【００２１】
　さらに、本発明のプラスチック光学素子は、透明樹脂材料からなることが好ましい。
【００２２】
　以下、本発明のプラスチック光学素子を搭載した光走査装置、及び画像形成装置につい
て説明する。
　図９は、本発明の実施の形態例を示すプラスチック光学素子１０を具備する光走査装置
１００を説明する説明図である。
　複数の光源から出射されるビームを走査して画像情報に応じて画像を形成する光走査装
置１００は、画像情報に応じて複数のビームを出射する光源３０と、光源３０から出射さ
れるビームを偏向する偏向手段２０と、偏向手段２０に対向した位置に複数個が互いに対
向して配置された本発明のプラスチック光学素子１０とを備えている。
【００２３】
　図９に示すように、光源３０の複数のレーザ光源から出射された複数のビームを、同一
の偏向手段２０（例えば、ポリゴンミラー）で偏向し、光源３０の複数のレーザ光源に対
応して偏向手段２０に対向した位置に配置された各プラスチック光学素子１０により、そ
れぞれの感光体４０上に結像させ、感光体４０上にて走査させることにより、画像情報に
応じて画像が形成される。
【００２４】
　図１０は、本発明のプラスチック光学素子１０と光走査装置１００とを備える画像形成
装置の一実施形態としてタンデム型のカラー複写機の構成を示す。
　カラー複写機２００は、装置本体中央部に位置する画像形成部２００Ａと、該画像形成
部２００Ａの下方に位置する給紙部２００Ｂと、画像形成部２００Ａの上方に位置する図
示しない画像読取部を有する高速機であり、画像形成部２００Ａに定着装置２２０を組み
込んでいる。
【００２５】
　画像形成部２００Ａには、水平方向に延びる転写面を有する転写ベルト２０２が配置さ
れており、該転写ベルト２０２の上面には、色分解色と補色関係にある色の画像を形成す
るための構成が設けられている。すなわち、補色関係にある色のトナー（イエロー、マゼ
ンタ、シアン、ブラック）による像を担持可能な像担持体としての感光体２０３Ｙ、２０
３Ｍ、２０３Ｃ、２０３Ｋが転写ベルト２０２の転写面に沿って並置されている。
【００２６】
　各感光体２０３Ｙ、２０３Ｍ、２０３Ｃ、２０３Ｋはそれぞれ同じ方向（反時計回り方
向）に回転可能なドラムで構成されており、その周りには、回転過程において画像形成処
理を実行する帯電装置、光書き込み装置、１次転写装置、現像装置及びクリーニング装置
が配置されている。また、各現像装置には、それぞれのカラートナーが収容されている。
【００２７】
　転写ベルト２０２は、駆動ローラと従動ローラに掛け回されて感光体２０３Ｙ、２０３
Ｍ、２０３Ｃ、２０３Ｋとの対峙位置において同方向に移動可能な構成を有している。ま
た、従動ローラの１つであるローラ２１０に対向する位置に転写ローラ２１１が設けられ
ている。また、転写ローラ２１１から転写装置２２０までのシートＰの搬送経路は横パス
となっている。
【００２８】
　給紙部２００Ｂは、記録媒体としてのシートＰを積載収容する給紙トレイ２１５と、該
給紙トレイ２１５内のシートＰを最上のものから順に１枚ずつ分離して、転写ローラ２１
１の位置まで搬送する搬送機構を有している。
【００２９】
　本発明の画像形成装置２００における画像形成に当たっては、感光体２０３Ｙの表面が
帯電装置により一様に帯電され、画像読取部からの画像情報に基づいて感光体２０３Ｙ上
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に静電潜像が形成される。該静電潜像はイエローのトナーを収容した現像装置によりトナ
ー像として可視像化され、該トナー像は所定のバイアスが印加される１次転写装置により
転写ベルト２０２上に１次転写される。他の感光体２０３Ｍ、２０３Ｃ、２０３Ｂでもト
ナーの色が異なるだけで同様の画像形成がなされ、それぞれの色のトナー像が定着ベルト
上に静電気力で順に転写されて重ね合わせられる。
【００３０】
　つぎに、感光体２０３Ｙ、２０３Ｍ、２０３Ｃ、２０３Ｋから転写ベルト２０２上に１
次転写されたトナー像Ｔは、ローラ２１０、転写ローラ２１１により搬送されてきたシー
トＰに転写される。トナー像Ｔが転写されたシートＰは、さらに定着装置２２０まで搬送
され、定着ベルトと加圧ローラとのニップ部にて定着が行なわれる。
【００３１】
　ついで、ニップ部から排出されたシートＰは排出経路に沿って送り出される。このとき
、定着ベルトに巻き付いたままでてきたシートＰは定着分離爪の先端にて定着ベルトから
分離されて排出経路に戻される。
【００３２】
　なお、これまで本発明を図面に示した実施形態をもって説明してきたが、本発明は図面
に示した実施形態に限定されるものではなく、他の実施形態、追加、変更、削除など、当
業者が想到することができる範囲内で変更することができ、いずれの態様においても本発
明の作用・効果を奏する限り、本発明の範囲に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】一般的な長尺状のプラスチック光学素子の従来例を示す斜視図である。
【図２】（ａ）は一般的な長尺状のプラスチック光学素子の従来例を示す斜視図であり、
（ｂ）は、（ａ）中のＡに示す位置の断面図である。
【図３】従来の長尺状のプラスチック光学素子における、成型時の樹脂の収縮力を示す説
明図である。
【図４】不完全転写による非転写面を有する従来の長尺状のプラスチック光学素子におけ
る、成型時の樹脂の収縮力を示す説明図である。
【図５】本発明のプラスチック光学素子の成型時の樹脂の収縮力を示す説明図である。
【図６】本発明のプラスチック光学素子の一態様の例を示す断面図である。
【図７】本発明のプラスチック光学素子の他の態様の例を示す断面図である。
【図８】本発明のプラスチック光学素子の一態様の例を示す斜視図である。
【図９】本発明のプラスチック光学素子を搭載した光走査装置の一実施の形態における上
面図を示す概略図である。
【図１０】本発明のプラスチック光学素子、光走査装置を搭載した画像形成装置の一実施
の形態における構成を示す概略図である。
【符号の説明】
【００３４】
　　１０　　プラスチック光学素子
　　１１　　リブ
　　１２　　光学機能面
　　１３　　非転写面
　　２０　　光偏向器
　　３０　　光源
　　４０　　感光体
　１００　　光走査装置
　２００　　画像形成装置
　２００Ａ　　画像形成部
　２００Ｂ　　給紙部
　２０２　　転写ベルト
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　２０３Ｙ，２０３Ｍ，２０３Ｃ，２０３Ｂ　　感光体
　２１０　　ローラ
　２１１　　転写ローラ
　２１５　　給紙トレイ
　２２０　　定着装置

【図１】 【図２】
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